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昨年11月13日､27日 (いづれも土曜日)′の両

目､プロップ･ステーション主催のパソコン通膚

セミナーを開催 しましたo

開催にあたり一番悩んだのは場所の問題です｡

交通至便で車いすの人が利用でき､コンピュータ

と電話回線が有って､なおかつ無料で使わせて戴

ける場所 ･･･そんな虫の良い希望を叶えてくれ

る所は無いものかと大阪市内の公的な建物や企業

にアタックしてみましたが､どこも全てをクリア

する事が出来ずあきらめかけていたところに､朝

日新聞コミュニケーションホールが ｢使って下さ

い｣と嬉しいお返事を下さいましたo併せて､朝

日新聞大阪厚生文化事業団もご後援を下さる事に

なり､新聞報道のご協力も戴いて無事了開催する

事が出来ました｡
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また､削 耐乏大阪大学助教疫で工学博士 (通信

工学科)申野秀男先生と､株式会社クボタ素形材

事業部情報化推進プロジェクト課長補佐の柳原秀

基氏をお迎えし､実施スタッフとして多くの企業

エンジニアの皆様にもボランタリーなお力添えを

戴きました｡

受講生募集の新聞記事への応募から､2日間で

23人の障害を持つ方々にセミナ-を受けて戴く事

ができましたが､そのうち7人の方は聴覚に障害

をお持ちでした｡この7名の方々には大阪府難聴

者協会のご協力で要約筆記者が延べ6人公費派遣

でお越し下さり､筆記した文字をテレビ画面に映

し出す､という最新の機器でサポートして下さい

ました｡

ご協力下さった皆 頻々に､紙面を借りて厚く御

礼申し上げます｡

セミナーは､前半の1時間が中野先生の講演､

後半の2時間が柳原氏による実技実習という形で

した｡中野先生のお話のテーマは ｢パソ

来｣で､0Ⅰ肝を駆使 しての大

障害を持つ人達にとっ

ケ-ション手段とし

手段としての有用性

わっておられるインター

80万台のコンピュータと

-i-t>3ン^/･///



凡 ANKERNo.8 障害を持つ人達のためのパソコン通藤懸叡漁労

グループに別れて実習｡ネクタイ姿が中野先生

接続している通信網)とプロップNETとの今後の
連携の可能性など興味深いお話の数々に､受講生

のみならずスタッフまでもが多くの事を学ばせて

戴きました｡特にインターネットを通じて刻々と

取 り込まれる通信衛星 ｢ひまわり｣の画像がOHP

に映し出された時には､会場からどよめきが挙が

りました｡

実技実習は柳鹿氏の葡話の後､数名づつのグ

ループに分かれてそれぞれのグループにサブイン

ストラクターが卜 碑 づつ付く､という形で行わ

れました｡グ)i,一プ毎に1台ゐパソコンを用意し

会場からプロツ:プNETLごァクセスして､パソコン

通信の楽しさを味わって戴 きまし'たO受講生には

セミナーの感想を→言づつ特別に設置したボード

に書き迭んで戴きましたが､~ヮ-プ白も使った事

がないという方は､インストラわ L一に代筆 (代

タイプ?)を依頼 してメッセージを送りました｡

企業内で実際に社内NETを運営しておられる柳

原氏の説明は､できるだけ専門用語を避けながら

の丁寧なもので､大変好評でした｡また事前に､

講師のお二方が作成下さった力のこもったテキス

トを戴いておりましたので､充実した資料を受講

生甲皆さんにお渡 しできたのが､事務局としては

大変有 り難い事でした｡

1回3時間というセミナーなので､このセミナー

を受けたからといって直ちにバリバリ通信ができ

る ーというものではありませんが､入門編と

してパソゴン通軍の楽しさと有効性は充分伝える

事ができたと自乗 しています｡

前述したように､会場の確保がなか率か難しい

事ではありますが､公的な建物や､ 企業のセミ

ナールームなどがお借 りで きないか今後も努力を

続け､これからも機会が有るごとにこのようなセ

ミナーを開催 していきたいと思っています｡

広範な皆様のご協力を､何卒よろしくお願い申

しあげます｡
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ほ
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は手話を交えて説

明
を
受

けた後､ボランティ

ア

のインストラクターに教

えられながらパソコンを換

ていた｡
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カ

ーなどもまわったが､交
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が
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に
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きる機器がそろっ
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の
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と
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